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化者主成分業他諸因子よリ見t:ろ別府地下i/C.水の流界
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化身il:>>t分其他言者因子よリ見?ころ別府地 Fi，~A水のi点界
吾々は先づさうしに虚理を省き， fニピ全市の(()， Ts) 企イアクずラムを作勺て見fニが，
新I論文開示の如く決して簡軍ではないけれとも，おほろ気ながら (Q，T")のキn開併がみと
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(3 ) 本誌、第 2~(可~ 3~虎 235頁第 1 闘
(4) 111下~ニ白11. 木芦隆，丸岡煩三: }JI府市内温泉のグロ -，V貴分布; - 1~~~~.河川 谷 iJ; 2綾田頁
(5 ) 山下主主二良1:温泉及地下水の}成分 こ闘する研究， }jIJij'，fr!HJi"il，:l以こ附寸志知見 i第二報); 














































/"，，'-CI 1=0.03546gr/L ¥ 
第2来 CJ，HC03 粉預i測定 l単位以;O-:;-j:;U.O-7S'g-;/L) 
温泉概| CI' H('O; j毘賊披 |
10.3 1295 10.95 13.I 427ノ1
8.7 564 5.59 4.3 428 
16.9 460 7.19 5.6 428ノ1
4.2 566 6.19 4.6 434ノ13
8.7 563 5.24 4.7 340 
10.3 561 7.95 ，~ . s 340ノ1
13.9 552 7.80 5.2 425 
12.6 560 5.41 4.6 ' 426 
13.1 470 7.69 5.7 343 
17.6 471 6.90 4.9 341 
15.7 472 7.79 5.5 412 
9.2 551 7.40 5.4 411 
10.1 新河村 4.80 13.0 407 
18.4 ゲ j'rJL 10.04 6.8 410 
16.4 437ノ1 6.28 5.9 408 
8.2 1285 6.63 6.3 406 
15.8 442ノ1 11.51 1'.0 409 
7.3 437 6.00 6.4 423 
16.7 1303 8.70 7.0 1295 
5.1 401 7.1 3.6 434ノ1
15.6 441 7.21 8.3 434ノ12
10.7 438 9.81 9.4 434ノ8
10.0 414 7.36 7.9 434 
1'.3 435 6.32 7.2 434ノ5
8.4 432 6.15 7.6 473 
7.0 433 12.47 12.0 473ノ1
2.0 430 6.65 9.4 405 













































3'. 騨北口よ ~)斜 1;する濃併 M，・・ u・採湯層深 68-80111
4'. Mo に平行し北消北隅から行合町角へいすこる梢稀帯 N~・…・・採湯暦深 68-110m
5'. 北埋立中粁zより斜1:する濃徴 M1…ー採湯深 100-110m
6'. _I:の支帯とみられるj¥C，深度 180-280111
T. 境}Ilより略i海岸に平行に的ク沼南隅に向ふ稀帯 N1・…ー 深度 140-178111
尚同匝域に於けるHCOl濃度分布に於ては，N1に針し N/が同位置に，Mlに封>>!l¥しMIr
が M1 に卒行にしかも梢北へ襲枕して現れる。叉 M~ にi島}臆する M" もほ c同位置に現
れる。(第3圃B)
情て地淵との相関与と一括すると:




















化X}I，成分其他訪問子よリ JU: ろ JJIJ府地下il:17J~の流界
































(6 ) 別府市内滋泉分析表;本誌第1谷第 H据73頁




l二(i"問ノ湯脈に平行する附大併が存 -(1:する c 之は秋葉町中間~nffìl居心針隠する。
0\つ 8iO~ :-E13ノ湯服。;f:j門寺脈に於て極大，野17}<.系に於て同小



























































































で危険である I 更に，化畢成分遣度から各水系の混合ltte決定し， たよ仰の混合yli'!度を決
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C 7) 淑![!'f錦城:})IJ府温泉の感i明度分布 j 1~:~.1:~ ザ~ 2 ~~第 1 鏡 2-1.頁
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( i ) 感雨皮は泉脈，或は高渦域にて極小，低地r~域で大きし、。
(ii) 概大，極小の列はし、づれも泉脈に卒行する。同じ列に沿っては山の手棋大きいο









7)t 系 化率成分記事 地浪記事 感雨皮 湧出量 備 才J芸
凶ノ i湯 HCO; sO;'， 5iO" M日…多， Cl'4少' 同ノ i劫すd /三 泉脈 1当然湧出あ‘). 
海門寺 f:l'，I-ICOJ，80C J'，SiOP K.， Xa多， I_，a.タ-. 海門寺型 大 泉 脈
境 JI 淡 7)t 北部分散型 大
出f 口 C['， Ca..，多， HCO.'，50‘ {海門寺型 )( 稽 A:./t ・ 低混域
秋 葉 50，" K.， CI'多. 中ml等温暦 最t(
車』 見 明瞭ならず 低温域 1三 小
話量 ID品 HCO.'檎多， Cl'多. 淡 脇 型 稔大 ~~. 脈
(海水の影響は・積脇南部以外は明かでなし九〕
要するに地中j阻度，化皐成分濃度，湧出量，感雨度，湧出淑度等は流界の貰相を介して
緊密に結介してゐて， iJfE界が明になれば直ちに相聞律も明となるものなのである。唯感潮
度は流界と直接関係なし物理的島理に唱えることが諜想される!いづれにせよ，以上の
諸論は士、一つのiポ界ぞ種々の角度から討究し仁に過ぎないH
終りに絶えすで指導と激励そ奥へられし野満博士に深謝の定;を去する。
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